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企業理念体系







持続可能な
地球環境を守る

2�カーボンニュートラル実現に向けて、さまざまな取り組みを進めています。生産の厭でできる「副生成物」や「廃棄物」も、新たな化合物の原 にするなど、有効活用しています。化学メーカーの責務である気候憤についての積極的な情報開示

東ソーレポートで伝えたいこと

















R&Dについて

人材育成について

ステークホルダーの皆さまへ
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価値創造の戦略







とおるあだち

代表取締役
専務執行役員

安達　徹



PBR改善に向けての施策

　現状、当社のPBRは1倍を割る水準で推移しています。

PBRをROEとPERに分解し解析してみると、過去ROEが

高い水準を維持していた期間はPBRも1倍超あり、ROE低

下がひとつの要因と認識しています。また、PERはほぼ10





中長期経営方針



中長期経営方針















CSR担当役員メッセージ



CSR担当役員メッセージ

　東ソーはCSRを経営の中核と位置付けており、サステナ













Caseロジックモデルの具体化事例（自動車の車体部品）塩ビモノマー（VCM）　VCMは塩ビ樹脂の原料として用いられます。塩ビ樹脂（PVC）は熱可塑性樹脂であり、加熱し目的の形に成形すること
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さらなる基盤強化・競争力強化を図り、











MDI ● 販売先多様化による収益安定
 ● CO2
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売上高推移
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素材科学の追求と新たな未来へ挑戦し、
持続可能な社会の実現に貢献します。
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「安全がすべてに優先する」という環境・安全・健康基本
理念と、それを達成するための行動指針に基づき、企業の







基本的な考え方

　東ソーグループは、企業理念の実現のためには、事業活
動においてバリューチェーンを含む人権尊重が不可欠であ
ると考えています。CSR重要課題にも人権の尊重を掲げ、
取り組みを推進しています。
　2011年6月に国連人権理事会で採択された｢ビジネス
と人権に関する指導原則｣で定められている企業による人
権尊重への対応の全体像に則り、CSR委員会および取締
役会での承認を経て、2023年4月に｢東ソーグループ人
権方針｣を策定・



基本的な考え方

　東ソーグループは、企業理念の実現のためには、事業活







基本的な考え方 各機関・全社委員会の概要

　東ソーは、企業価値を継続的に向上させるため、経営環
境の偏





役員報酬

取締役会の実効性についての分析・評価





役員の多様性 政策保有株式内部統制

　役員の選任は、会社の全部門にわたって管理・監督が
できる人材を確保するという観点から、経営企画、製造・
研究、販売、財務・経理などの分野に精通しており、職務
遂行状況や実務経験、リーダーシップの有無、人格、能力
などを総合的に勘案しています。



役員の多様性 政策保有株式











売上高
　石油化学
　クロル・アルカリ
　機能商品
　エンジニアリング
　∵
　機能商品
　エンジニアリング














